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調査項目 
大学４年生の回答 大学院２年生の回答 

「そう思う」＋ 

「どちらかといえばそう思う」 

「そう思わない」＋「どちらか

といえばそう思わない」 

「そう思う」＋ 

「どちらかといえばそう思う」 
「そう思わない」＋「どちらか

といえばそう思わない」 
昨年の就職活動の情報を 

参考にすることができた 
５６．４％ ２９．７％ ６４．２％ ２４．９％ 

予定をたてやすく準備・行動が 

できた 
５４．０％ ２７．５％ ６１．４％ ２３．１％ 

就職活動期間が比較的短期間で 

済んだ 
３５．８％ ４９．１％ ４５．０％ ４２．０％ 

夏の暑い時期に就職活動を行わ

なくて済んだ 
４９．８％ ３９．３％ ６０．４％ ２８．８％ 

選考活動を早期に開始する企業が 

あり混乱した 
５１．２％ ３２．３％ ４９．５％ ３８．１％ 

 
（大学４年生） 

  

（大学院２年生） 

 
（注）四捨五入により、複数の選択肢の回答を合わせた結果について、グラフに掲載した個々の選

択肢の回答割合を足し合わせたものと小数点以下第１位の値が一致しない場合がある。 

  

25.5 

20.2 

19.0 

20.0 

11.9 

31.1 

16.3 

10.3 

24.2 

30.9 

33.8 

16.8 

23.1 

14.9 

18.8 

16.6 

19.7 

27.0 

13.9 

18.5 

15.1 

25.9 

30.8 

10.9 

28.7 

20.8 

16.4 

12.7 

14.1 

15.4 

13.8 

16.4 

12.9 

13.9 

27.0 

14.7 

16.9 

13.4 

33.6 

17.1 

26.0 

26.4 

24.5 

22.2 

17.7 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

先輩の体験など、昨年の就職活動の情報を参考にすることができた

どの時期にどのような就職活動をするか予定をたてやすく準備・行動が

できた

就職活動期間が比較的短期間で済んだ

大学の試験に落ち着いて取り組むことができた

卒業論文（研究）・修士論文（研究）に早い時期から取り組むことがで

きた

夏の暑い時期に就職活動を行わなくて済んだ

ボランティア、部活動、クラブやサークル活動など

課外活動に取り組む機会を充実することができた

企業研究や就職先の選択のための時間が十分確保できなかった

面接などの選考活動を早期に開始する企業があり混乱した

いずれもn=4,475

33.2 

26.2 

27.8 

17.4 

16.0 

37.8 

11.4 

10.2 

22.5 

31.0 

35.2 

17.2 

15.2 

21.0 

22.5 

12.8 

19.8 

27.0 

10.9 

15.5 

12.9 

38.0 

25.6 

10.8 

37.1 

17.8 

12.4 

9.3 

11.5 

14.0 

9.9 

14.3 

9.5 

13.1 

26.9 

16.9 

15.6 

11.6 

28.0 

19.6 

23.1 

19.3 

25.5 

25.4 

21.1 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

先輩の体験など、昨年の就職活動の情報を参考にすることができた

どの時期にどのような就職活動をするか予定をたてやすく準備・行動が

できた

就職活動期間が比較的短期間で済んだ

大学の試験に落ち着いて取り組むことができた

卒業論文（研究）・修士論文（研究）に早い時期から取り組むことがで

きた

夏の暑い時期に就職活動を行わなくて済んだ

ボランティア、部活動、クラブやサークル活動など

課外活動に取り組む機会を充実することができた

企業研究や就職先の選択のための時間が十分確保できなかった

面接などの選考活動を早期に開始する企業があり混乱した

いずれもn=1,331
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就活ルールに関する考え 

 
 就職・採用活動開始時期、いわゆる「就活ルール」（広報活動開始：卒業・修了年度に入

る直前の３月１日以降、採用選考活動開始：卒業・修了年度の６月１日以降）に関する考

えについて、「ルールが必要」の回答割合は約７割となっている。そのうち、「ルールは必

要であり、現在の開始時期がよい」の回答割合が最も高く、全体の約４割となっている。 

 2019年度調査と比較すると、「ルールは必要ない」の割合が高くなっている。 
 

（大学４年生・大学院２年生） 

 
 

（大学４年生） 

  

（大学院２年生） 

 
 
 
（注）2015 年度～2018 年度の調査では当該設問について調査を実施していない。 

 

  

35.9 

45.2 

22.0 

20.3 

8.7 

9.0 

28.9 

20.9 

4.5 

4.7 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

今年度調査・全体(n=6,055)

2019年度調査・全体(n=5,811)

ルールは必要であり、現在の開始時期がよい
ルールは必要だが、現在の開始時期より早い方がよい
ルールは必要だが、現在の開始時期より遅い方がよい
ルールは必要ない
その他

36.5 

46.2 

22.2 

19.9 

8.8 

9.3 

27.9 

20.2 

4.6 

4.5 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

今年度調査・大学4年生(n=4,661)

2019年度調査・大学4年生(n=4,197)

ルールは必要であり、現在の開始時期がよい
ルールは必要だが、現在の開始時期より早い方がよい
ルールは必要だが、現在の開始時期より遅い方がよい
ルールは必要ない
その他

31.2 

37.2 

20.6 

23.4 

8.0 

7.2 

36.5 

26.3 

3.8 

5.8 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

今年度調査・大学院2年生(n=1,399)

2019年度調査・大学院2年生(n=1,582)

ルールは必要であり、現在の開始時期がよい
ルールは必要だが、現在の開始時期より早い方がよい
ルールは必要だが、現在の開始時期より遅い方がよい
ルールは必要ない
その他
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就職活動と学修時間確保の状況 

 

「十分学修時間を確保できた」、「必要な学修時間は確保できた」、「一定の学修時間は確

保できた」のいずれかを回答した割合は、広報活動開始時期前の２月までは約８割～９割

と高いが、広報活動開始時期後の３月～５月や採用選考活動開始時期後の６月には約５割

まで低下し、７月には約６割へと上昇している。 

2016年度～2019年度と比較すると、卒業・修了前年度の３月～卒業・修了年度の５月に

ついては、学修時間が確保できたとの回答割合が上昇し、６月・７月では低下している。 

 
（大学４年生・大学院２年生） 

 

 
（注１）「十分学修時間を確保できた」「必要な学修時間は確保できた」「一定の学修時間は確保できた」

のいずれかを回答した割合 
（注２）「卒業・修了前年度６月～８月の時期」に関する項目は、2015 年度～2018 年度の調査では設

定していない。 
（注３）卒業・修了年度の「６月の時期」「７月の時期」は、2015 年度は「６月～７月の時期」とし

て調査を実施（図表にはそれぞれ同じ値を掲載）  

68.7 

45.4 

28.0 

18.2 

30.7 

47.7 

10.9 

30.8 

20.8 

12.4 

11.6 

7.7 

6.7 

11.0 

29.1 

17.4 

11.9 

7.8 

3.2 

4.3 

11.5 

25.4 

15.1 

7.2 

2.2 

3.2 

4.6 

17.4 

21.2 

10.4 

8.4 

5.3 

6.0 

9.2 

9.5 

19.3 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

2019年6月～

8月の時期(n=5,807)

2019年9月～

11月の時期(n=5,807)

2019年12月～

2020年2月の時期(n=5,807)

2020年3月～

5月の時期(n=5,807)

2020年6月の時期(n=5,807)

2020年7月の時期(n=5,807）

就職活動の影響をほとんど受けることなく十分学修時間を確保できた

就職活動に少し時間を割くことがあったが、必要な学修時間は確保できた

就職活動に時間を割くことがあったが、一定の学修時間は確保できた

就職活動に時間を取られ、あまり学修時間が確保できなかった

就職活動によりほとんど学修時間の確保ができなかった

就職活動に時間を取られたが、学修時間への影響はなかった

88.1 

81.1 

33.5 

30.3 

30.3 

47.2

92.6 

87.3 

34.2 

45.0 

68.5 

89.5 

83.4 

36.7 

49.0 

68.7 

89.0 

80.8 

37.5 

54.1 

71.2 

90.8 

90.2 

80.7 

37.8 

56.1 

70.5 

86.2 

87.2 

77.9 

48.0 

54.2 

63.1 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

卒業・修了前年度

6月～8月の時期

卒業・修了前年度

9月～11月の時期

卒業・修了前年度

12月～2月の時期

卒業・修了前年度3月～

卒業・修了年度5月の時期

卒業・修了年度

6月の時期

卒業・修了年度

7月の時期

卒業・修了年度

8月～9月の時期

2015年度調査・全体(n=2,122)                    
2016年度調査・全体(n=10,603)
2017年度調査・全体(n=8,333)
2018年度調査・全体(n=8,481)
2019年度調査・全体(n=5,811)
今 年 度 調 査・全体(n=5,807)
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（大学４年生） 

   
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

（大学院２年生） 

   
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

（注１）「十分学修時間を確保できた」「必要な学修時間は確保できた」

「一定の学修時間は確保できた」のいずれかを回答した割合 
（注２）「卒業・修了前年度６月～８月の時期」に関する項目は、2015 年

度～2018 年度の調査では設定していない。 
（注３）卒業・修了年度の「６月の時期」「７月の時期」は、2015 年度は 

「６月～７月の時期」として調査を実施（図表にはそれぞれ同じ 
値を掲載） 

（注１）「十分学修時間を確保できた」「必要な学修時間は確保できた」

「一定の学修時間は確保できた」のいずれかを回答した割合 
（注２）「卒業・修了前年度６月～８月の時期」に関する項目は、2015 年

度～2018 年度の調査では設定していない。 
（注３）卒業・修了年度の「６月の時期」「７月の時期」は、2015 年度は 

「６月～７月の時期」として調査を実施（図表にはそれぞれ同じ 
値を掲載） 

69.4 

45.1 

28.4 

18.4 

28.6 

45.5 

10.5 

30.9 

20.8 

12.3 

11.9 

7.9 

6.3 

11.0 

29.4 

17.6 

12.2 

8.1 

3.0 

4.2 

11.0 

25.3 

15.5 

7.3 

2.2 

3.3 

4.3 

16.6 

21.7 

10.7 

8.6 

5.5 

6.2 

9.8 

10.0 

20.4 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

2019年6月～

8月の時期(n=4,475)

2019年9月～

11月の時期(n=4,475)

2019年12月～

2020年2月の時期(n=4,475)

2020年3月～

5月の時期(n=4,475)

2020年6月の時期(n=4,475)

2020年7月の時期(n=4,475)

就職活動の影響をほとんど受けることなく十分学修時間を確保できた

就職活動に少し時間を割くことがあったが、必要な学修時間は確保できた

就職活動に時間を割くことがあったが、一定の学修時間は確保できた

就職活動に時間を取られ、あまり学修時間が確保できなかった

就職活動によりほとんど学修時間の確保ができなかった

就職活動に時間を取られたが、学修時間への影響はなかった

88.1 

81.4 

34.1 

30.2 

30.2 

45.7 

92.5 

87.3 

35.0 

43.9 

67.5 

89.2 

83.5 

37.4 

47.5 

67.5 

89.0 

81.1 

38.1 

52.7 

70.1 

90.9 

90.2 

80.8 

38.3 

54.8 

69.4 

86.2 

87.0 

78.5 

48.3 

52.7 

61.5 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

卒業・修了前年度

6月～8月の時期

卒業・修了前年度

9月～11月の時期

卒業・修了前年度

12月～2月の時期

卒業・修了前年度3月～

卒業・修了年度5月の時期

卒業・修了年度

6月の時期

卒業・修了年度

7月の時期

卒業・修了年度

8月～9月の時期

2015年度調査・大学4年生(n=1,614)
2016年度調査・大学4年生(n=7,780)
2017年度調査・大学4年生(n=6,066)
2018年度調査・大学4年生(n=6,540)
2019年度調査・大学4年生(n=4,197)
今 年 度 調 査・大学4年生(n=4,475)

62.6 

47.5 

24.9 

16.7 

46.8 

64.8 

13.7 

29.9 

20.9 

12.8 

9.4 

5.5 

9.8 

11.5 

27.1 

16.1 

9.6 

5.4 

4.7 

5.2 

15.4 

25.7 

11.8 

6.0 

2.5 

2.0 

7.1 

24.1 

17.2 

8.2 

6.7 

3.8 

4.6 

4.6 

5.2 

10.1 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

2019年6月～

8月の時期(n=1,331)

2019年9月～

11月の時期(n=1,331)

2019年12月～

2020年2月の時期(n=1,331)

2020年3月～

5月の時期(n=1,331)

2020年6月の時期(n=1,331)

2020年7月の時期(n=1,331)

就職活動の影響をほとんど受けることなく十分学修時間を確保できた

就職活動に少し時間を割くことがあったが、必要な学修時間は確保できた

就職活動に時間を割くことがあったが、一定の学修時間は確保できた

就職活動に時間を取られ、あまり学修時間が確保できなかった

就職活動によりほとんど学修時間の確保ができなかった

就職活動に時間を取られたが、学修時間への影響はなかった

88.0 

79.1 

29.5 

32.0 

32.0 

59.2 

93.4 

86.6 

27.7 

53.9 

76.5 

91.8 

81.9 

30.9 

60.6 

78.2 

88.6 

78.2 

32.8 

64.9 

80.4 

89.5 

90.5 

79.8 

33.7 

66.0 

79.1 

86.1 

88.9 

72.8 

45.6 

65.8 

75.7 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

卒業・修了前年度

6月～8月の時期

卒業・修了前年度

9月～11月の時期

卒業・修了前年度

12月～2月の時期

卒業・修了前年度3月～

卒業・修了年度5月の時期

卒業・修了年度

6月の時期

卒業・修了年度

7月の時期

卒業・修了年度

8月～9月の時期

2015年度調査・大学院2年生(n=506)
2016年度調査・大学院2年生(n=2,841)
2017年度調査・大学院2年生(n=2,255)
2018年度調査・大学院2年生(n=1,925）
2019年度調査・大学院2年生(n=1,582）
今 年 度 調 査・大学院2年生(n=1,331)
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企業による学生の学業等への配慮 

 

学生の学業等への配慮について、「よくわからない」と回答した者を除くと、説明会や面

接等の日程に関しては約７割、個別の面接日時等の設定に関しては約８割が、「多くの企業」

又は「ある程度の企業」で、企業から配慮がされていたと回答している。2016年度～2019

年度に比べ、この割合は上昇している。 

 

説明会や面接等の日程・時間帯等 

（大学４年生・大学院２年生） 

 
（注１）就職活動を行った企業について、「説明会や面接等の日程・時間帯等について、就職活動が授業・試

験等の妨げにならないよう、時間の設定などの配慮をしていましたか」という設問への回答で、「就

職活動最優先で活動していたため、よくわからない」と回答した者は除いて集計した。 
（注２）2015 年度は当該設問について調査を実施していない。 
 

個別の面接日時等 

（大学４年生・大学院２年生） 

 
（注１）就職活動を行った企業について、「個別の面接日時等の設定に当たり、就職活動が授業・試験等の妨

げにならないよう、連絡が余裕をもって行われたり、土日や平日夕方などの対応があったり、日程

の候補が複数提示されたり、学生の要望を聞いたりするなどの配慮がありましたか」という設問へ

の回答で、「就職活動最優先で活動していたため、よくわからない」と回答した者は除いて集計した。 
（注２）2015 年度は当該設問について調査を実施していない。 
  

35.5 

29.5 

27.5 

24.5 

19.5 

38.3 

38.9 

37.5 

38.3 

38.4 

18.3 

22.7 

23.8 

25.8 

30.5 

8.0 

8.9 

11.1 

11.5 

11.5 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

今年度調査・全体(n=4,945)

2019年度調査・全体(n=4,933)

2018年度調査・全体(n=7,124)

2017年度調査・全体(n=6,807)

2016年度調査・全体(n=8,778)

多くの企業で配慮していた ある程度の企業で配慮していた

配慮している企業もあったが、少なかった 配慮している企業はなかった

37.7 

31.2 

29.9 

25.7 

20.9 

39.1 

41.5 

40.9 

41.5 

42.5 

17.0 

21.6 

22.2 

25.0 

27.7 

6.2 

5.6 

7.0 

7.8 

8.9 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

今年度調査・全体(n=5,211)

2019年度調査・全体(n=5,214)

2018年度調査・全体(n=7,623)

2017年度調査・全体(n=7,362)

2016年度調査・全体(n=9,385)

多くの企業で配慮していた ある程度の企業で配慮していた

配慮している企業もあったが、少なかった 配慮している企業はなかった
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説明会や面接等の日程・時間帯等 

（大学４年生） 

 
（大学院２年生） 

 
 

個別の面接日時等 

（大学４年生） 

 
（大学院２年生） 

 
 

  

35.4 

29.1 

27.3 

24.1 

19.0 

38.1 

39.2 

37.5 

38.0 

38.4 

18.6 

22.7 

24.0 

26.1 

31.0 

7.9 

9.0 

11.3 

11.7 

11.6 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

今年度調査・大学4年生(n=3,800)

2019年度調査・大学4年生(n=3,562)

2018年度調査・大学4年生(n=5,499)

2017年度調査・大学4年生(n=4,946)

2016年度調査・大学4年生(n=6,428)

多くの企業で配慮していた ある程度の企業で配慮していた

配慮している企業もあったが、少なかった 配慮している企業はなかった

36.1 

33.0 

29.9 

27.0 

23.3 

39.1 

36.4 

37.8 

40.1 

38.9 

16.3 

22.4 

23.0 

23.5 

26.8 

8.6 

8.2 

9.4 

9.4 

11.1 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

今年度調査・大学院2年生(n=1,159)

2019年度調査・大学院2年生(n=1,344)

2018年度調査・大学院2年生(n=1,604)

2017年度調査・大学院2年生(n=1,869)

2016年度調査・大学院2年生(n=2,390)

多くの企業で配慮していた ある程度の企業で配慮していた

配慮している企業もあったが、少なかった 配慮している企業はなかった

37.1 

30.4 

29.4 

25.3 

20.4 

39.4 

42.0 

41.2 

41.2 

42.4 

17.2 

22.1 

22.5 

25.5 

28.2 

6.3 

5.5 

6.9 

8.0 

8.9 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

今年度調査・大学4年生(n=4,012)

2019年度調査・大学4年生(n=3,752)

2018年度調査・大学4年生(n=5,887)

2017年度調査・大学4年生(n=5,345)

2016年度調査・大学4年生(n=6,873)

多くの企業で配慮していた ある程度の企業で配慮していた

配慮している企業もあったが、少なかった 配慮している企業はなかった

42.1 

37.4 

33.6 

28.2 

24.4 

37.0 

38.5 

38.8 

44.2 

43.1 

15.1 

17.5 

20.2 

21.3 

24.1 

5.8 

6.6 

7.4 

6.3 

8.5 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

今年度調査・大学院2年生(n=1,204)

2019年度調査・大学院2年生(n=1,460)

2018年度調査・大学院2年生(n=1,709)

2017年度調査・大学院2年生(n=2,035)

2016年度調査・大学院2年生(n=2,552)

多くの企業で配慮していた ある程度の企業で配慮していた

配慮している企業もあったが、少なかった 配慮している企業はなかった
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他の企業等への就職活動の終了を強要する 

ハラスメント的な行為（いわゆる「オワハラ」）の有無 
 

いわゆる「オワハラ」を受けた経験について、約１割が「ある」と回答しており、2015

年度調査～2019年度調査と比較すると低下している。 

 
企業から「オワハラ」を受けた経験の有無 

（大学４年生・大学院２年生） 

 
（注）内々定を 1 社以上から受けた者を集計の対象とした。 

 

「オワハラ」の内容 

 

「オワハラ」の内容は、「内々定を出す代わりに他社への就職活動をやめるように強要さ

れた（早めに内々定を受ける旨の返答をしない場合には、内々定を取り消すと言われたな

ど）」との回答割合が約７割となっている。 
 

「オワハラ」の内容 
（大学４年生・大学院２年生） 

  

9.0 

13.4 

14.8 

16.2 

18.1 

19.9 

91.0 

86.6 

85.2 

83.8 

81.9 

80.1 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

今年度調査・全体(n=5,807)

2019年度調査・全体(n=5,057)

2018年度調査・全体(n=7,485)

2017年度調査・全体(n=7,123)

2016年度調査・全体(n=8,814)

2015年度調査・全体(n=1,812)

ある ない

84.0 

11.0 

19.1 

9.4 

85.7 

6.1 

13.8 

9.4 

76.7 

6.0 

12.0 

6.9 

29.3 

5.4 

69.4 

6.1 

12.3 

6.1 

29.9 

13.4 

7.2 

69.9 

5.5 

9.8 

7.0 

30.3 

12.5 

6.8 

66.0 

6.5 

7.0 

6.2 

32.9 

9.1 

11.3 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

内々定を出す代わりに他社への就職

活動をやめるように強要された（早めに

内々定を受ける旨の返答をしない場合

には、内々定を取り消すと言われたなど）

内々定後長時間（長期間）の研修があり、

他社の選考を受けられなくなった

内々定後懇親会等が頻繁に開催され、

必ず出席するように求められた

自由応募であったのに、内々定の

段階になって、まだ他社の

選考を受けたいにも関わらず、

急遽大学の推薦状の提出を求められた

内々定の段階で、内定承諾書の

提出を求められた（内定承諾書を

提出しない場合は、内々定を

辞退したものとみなすと言われたなど）

内々定辞退を申し出たところ、

引き留めるために何度も説明を受けたり、

拘束を受けた

その他

2015年度調査・全体(n=360)
2016年度調査・全体(n=1,596)
2017年度調査・全体(n=1,156)
2018年度調査・全体(n=1,106)                                 
2019年度調査・全体(n=677)
今 年 度 調 査・全体(n=522)
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セクシュアルハラスメント行為の有無 
 

就職活動の過程でセクシュアルハラスメント行為を受けた経験について、「ある」の回答

割合は約 1.5%となっている。 

 
セクシュアルハラスメント行為を受けた経験の有無 

（大学４年生・大学院２年生） 

 
 
 

セクシュアルハラスメント行為を受けたタイミング・内容 

 

セクシュアルハラスメント行為を受けたタイミングは、「就職採用面接を受けたとき」の

回答が約６割、「企業説明会やセミナーに参加したとき」が約１割となっている。 
行為の内容は、「容姿や年齢、身体的特徴について話題にされた」が約５割、「性的な話

や質問をされた（性生活について尋ねられた、卑猥な冗談を聞かされた）」が約２割となっ

ている。 
 

行為を受けたタイミング                  行為の内容 
（大学４年生・大学院２年生）               （大学４年生・大学院２年生） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（注）2015 年度～2018 年度の調査ではセクシュアルハラスメント行為に関する各設問について調査を実施

していない。 
 

 
 

 

1.5 

2.4 

98.5 

97.6 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

今年度調査・全体(n=5,807)

2019年度調査・全体(n=5,811)

ある ない

16.3 

3.5 

5.9 

7.5 

9.9 

21.6 

30.8 

26.4 

12.3 

2.4 

6.5 

8.8 

2.7 

20.2 

45.5 

30.0 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

答えたくない

身体に触れられた

執拗に２人きりで食事等に誘われたり、

交際をもとめられたりした

性的関係を求められた、迫られた

セクシュアルハラスメントに対し、拒否や

抗議の姿勢を示した結果、不利益を受けた

性的な話や質問をされた（性生活について

尋ねられた、卑猥な冗談を聞かされた）

容姿や年齢、身体的特徴について話題にされた

その他

2019年度調査・全体(n=136)               

今年度調査・全体(n=84)

6.4 

10.2 

15.5 

51.1 

6.9 

3.3 

3.8 

4.7 

5.5 

5.0 

9.4 

13.4 

63.1 

0.0 

0.0 

7.2 

5.4 

6.8 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

答えたくない

インターンシップに参加したとき

企業説明会やセミナーに参加したとき

就職採用面接を受けたとき

内々定を受けたとき

内々定を受けた後

リクルーターと会ったとき

大学のＯＢ／ＯＧ訪問のとき

その他

2019年度調査・全体(n=136)               

今年度調査・全体(n=84)


